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1 は じ め に

1999年は水稲の出穂が早く,登熟期間も高温に経過 した

ため,生産された種子の発芽特性が例年と異なることが懸

念された。

このような気象条件で生産された種子を浸種する場合 ,

これまでの浸種法でよいかを浸種の水温,期間について検

討した。

2試 験 方 法

(D 試験 1:生産年別の発芽特性

1997～1999年に農業試験場内で収穫,自然乾燥した種子

を,暖房のない所に保管し,生産翌年 1月 に発芽調査した。

乾籾をシャーレ内の濡らした濾紙の上に置き,30℃の恒

温器に入れ,3日後に発芽率を調査した。

発芽粒は,芽又は根が確認できる長さ0 8om以上とした。

2)試験 2:浸種による籾重量の推移
1999年の農業試験場産種子を供試前にオキソリニック酸・

ペフラブエート水和剤を乾籾重量の05%湿粉衣後,陰干
しして使用した。

浸種は2000年 4月 29日から2,6,10,14℃ の恒温器内
で,種子を不織布に包み実施した。同時に,水温を最初 2

℃ 2日 間,次の2日間を10℃ とし,こ れを2日 間ごとに変

えた変温区も設定した。

種子重量は家庭用洗濯機で 3分間脱水後測定した。

なお,浸種の水は 1日 おきに交換した。
13)試験 3:浸種条件による発芽率の推移
使用種子及び浸種方法は試験 2と 同じ。発芽率は,30℃

の恒温器内に充分吸水させた素焼き皿を置き,その上に浸

種した種子を並べ,1日後と2日後に調査した。発芽の定

義は試験 1と 同じ。

3 試験結果及び考察

a)試験 1
各年産とも「美山錦」,「ひとめばれJの発芽率が低い。
1999年産は他年産に比較して発芽が遅 く,特に「でわひか

りJや「たつこもち」の遅れが顕著だった (表 1)。

2)試験 2
浸種の水温が高いほど種子重量が増加し,吸水が多く,

変温区でも種子重量は2℃ と10℃の重量の範囲内にはぼ入っ

ていた。吸水は水温に左右され,高温ほど早かった (表 2)。

種子重量は,浸種10日 目まで増加した。14℃での浸種で

は10日 日以降も増加 し,こ れは浸種中の発芽によるものと

考えられる。

表 1 生産年と発芽率(%)

品種 1997年産  1998年産  1999年産
で わ ひか り   69
あきたこまち   69
キ ヨニ シキ   92
ひ とめ ばれ    56
ササ ニ シキ   90
美  山  錦   31

30          23

87          71

17          20

たつ こ もち   66    68    18
平  均          68          57          34

注 30℃  3日 目

表 2 浸種水温と種子重量の推移
(浸種直前の籾重を100と した比率)

浸種日委文  2日   4日   6日   8日  10日   14日
浸種水温 2℃ 1191 1231 1267 1289 1301 1302

6   1204  1244  1275  1296  1301  1299
10   1213  1250  1279  1296  1303  1298

14   1238  1269  1288  1300  1309  1313

2℃と10℃の変温 1191 1245 1278 1295 1308 1303
注 比率は使用 した 7品種の平均値であり,供試前の種
子は水分131%,粉衣による種子消毒・陰干 し後 ,

浸種直前の水分は161%で あった。

0)試験 3
浸種後の種子は,それを30℃程度で一昼夜催芽して発芽

率90%以上,しかも芽の状態が良く揃っている必要がある。

ここでは,浸種後,30℃ 1日 目の発芽率が50%以上で 2

日目80%以上となるもののうち,最初の日を最も良い浸種

条件とした。ここで,最初の日としたのは,30℃ 1日 目に

伸びすぎているものは不揃いなためである。

このようにみると,適正な浸種日数は水温10℃では 6か

ら8日 ,14℃では6日 間程度とみられる。(表 3)

なお,14℃で8日 間以上浸種すると浸種中の発芽がみら
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表3 浸種水温と発芽率 (%)の推移
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この種子を浸種する場合,浸種日数は水温10℃では 6か

ら8日 ,14℃ では6日 間程度が良く,こ れは通常年産と同

様である。なお,恒温器を使用しないで浸種する場合,低

温を含む変温がその後の発芽を抑制するので注意を要する。
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